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1.　住宅デ ザイ ン系 の構造：前 論文（1 ）では住宅 デザ

イン系において，家族生活型 より間取りのプ リンシプ ル

の型展開を示し た。 間取 りのプ リンシプ ルは住宅 のデザ

インを直接支配す ると共 に平面構成 に関与 する。一方 住

宅 をめぐる社会的・物質的条件は直接住宅 を支配すると

共に平面構成を規制する因 子も有してい る。こ のように

して具象化された平面構成 は具体的に住宅 のデ ザイ ンに

連なる。

2.　住宅設 計におけ る社会的，物質的 条件 ：ここ でい

う社会的条件は経済，法規，所有，規模 などであ り，物

質的 条件は構造，設備，材料，形 態であ る。様式，環境

などは社会的，物質的条件 の両面 を有してい る。以上列

挙し た諸条件をそ れぞ れ種類 分けをし て示 す。

3･　平面構成型 の展 開：平面構成型 の分類につい ても

2,   3 の提案があ る｡（2 ）本小論 ではこ れを11に分類し，

間取 りのプ リンシプル との対応 関係 を検討し た。

4･　住宅デザイ ンの住生活学的検討 ：以上 によって住

宅のデザイン系は一応完 成す るが，住宅 と住生活 との対

応 より住 様式 ・住意見・住要求などが出て くる。これら

は居住 経歴を更 新し住居観を再形成してい く。すな わち

こ の現象 を 京大 西山氏 は 住要求の弁証法的発展 と称し

た（3 ）著 者等 は これを住生活・住宅 の動的扱い と称し

今後 の課題とし てこれらの発展法則を明ち かにして ゆき

たい。
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